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国際理解と学校音楽教育
- ｢郷土のこもりうた｣から ｢世界のこもりうた｣- I
加藤 晴子 (兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科) 奥 忍 (岡山大学教育学部)
本研究は,学校教育の今日的課題の一つである国際理解を取り上げ,学校音楽教育が国際理解にどの
ように貢献しうるのかを検討するものである｡音 ･歌 ･音楽は,グローバル教育の視点から捉えられる
ことが必要であると考える｡そのためには音楽を文化として体放し,生活における音楽のもつ意味を理
解することが必要である｡学習パラダイムとして,自文化の音楽を理解し,その上で異文化である諸民
族の音楽を体験 ･理解するという段階が考えられる｡そこで本研究では,①音楽科における国際理解に
ついての認識と,これまでの教育実践について検討を行い,そこにみられる問題を指摘し,②世界のど
の民族にも存在する ｢こもりうた｣を取り上げ,文化的 ･音楽的特徴を明らかにした上で,それを適用
した具体的な学習方法を提示した｡
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I.はじめに
国際理解は学校教育の今日的課題の一つである｡
学校教育現場においては,この分野の学習について
様々な取り組みが試みられている｡音楽科は,この
分野の学習に関して積極的な貢献が期待されている
教科である｡その背景には ｢音楽は世界の共通語で
ある｣ ｢音楽は言語の違いをこえて広く感動を共有
しうるものである｣等の考え方があると思われる｡
確かに音楽科は国際理解の学習に機能することが
できると考えられる｡しかし,私の考える根拠は前
述のようなものではない｡世界の諸民族の文化は,
元来それぞれの自然環境に加えて,民族固有の歴史
を背景に長い時間をかけて培われたものである｡こ
の点について梅本尭夫は ｢音楽自体は,人類に普遍
的な面をもちながら,ある社会に特有の内容と様式
をもつものである｣と述べている l)｡また,加藤富
美子が ｢鳴り響いている音のみからその音楽のもつ
美しさやおもしろさを感じ取ることには限界がある｡
また,感じ取ったとしてもそれは自分の基準による
美しさであって,土地の人々がもともと実現しよう
としたものと異なっていることも多いだろう｣と述
べているように,諸民族の様々な文化としてみたと
き,音楽はけっして共通語であるとはいえない 2)0
もし,｢音楽は世界の共通語｣と捉えるならば,それ
は表面的な見方でしかないといえるだろう｡このよ
うなことから,音楽科が国際理解に貢献するために
は,別の根拠が必要とされるのではないかと考える｡
ところで,諸民族の生活を.基盤とした音楽的コミ
ュニケーション,あるいは音楽的衝動といったもの
は,本来民族やその歴史に関係なく,いつでもどこ
でもみられる普遍的,人間的な現象である｡したが
って音楽の理解にあたっては,音楽のもつ普遍的な
側面,つまり音楽にみられる共通性と固有性の双方
を理解することが必要であり,そのための学習では,
諸民族の音楽の基盤となっている文化観を体験し,
認識することが重要であると考える｡つまり,音楽
による国際理解とは,文化として音楽と対峠するこ
とにあると考える｡したがって,音楽科による国際
理解を考える時には,この視点が重要なポイントで
はないかと考える｡
では,音楽によって国際理解をするためにはどの
ような学習の段階づけが考えられるのだろうか｡私
は,小中学校の音楽の授業では,まず,自らの母文
化として音楽を理解することが基礎であり,それが
できてはじめて異文化である世界の諸民族の音楽の
理解に進むことができると考える｡そこでは次に示
した三つの学習ステップが必要であると考える｡
第1段階 :自らの音楽を母文化として理解する
第2段階 :自らの音楽と多くの共通項をもつ諸民
族の音楽を理解する
第3段階 :共通項の少ない諸民族の音楽の理解-
と発展させる
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ここで,世界各地の民族の生活の様態をみてみよ
う｡すると,どの民族においても人々の生活に共通
に認められる行為がいくつかある｡その一つに育児
がある｡育児に関わる音楽に｢こもりうた｣があり,
｢こもりうた｣は,どの民族にも存在する｡しかも】
その音楽表現は多様である｡｢こもりうた｣が様々な
様相を示す原因はいくつかある｡その一つとして言
語構造が挙げられる｡そもそも,言語構造は音楽表
現と深く関わるものである｡それに加えて,民族に
伝統的に継承されている子どもに対する価値観や子
守りの形態の違いも ｢こもりうた｣に民族独自の特
徴をもたせると共に,音楽表現にも影響を与えてい
る｡
そこで本研究では ｢こもりうた｣を素材として,
学校音楽教育における国際理解について考察する｡
その道筋として,郷土の ｢こもりうた｣から世界の
民族の ｢こもりうた｣-の発展を指向した音楽学習
の一方法を提示したい｡
Ⅱ.学校音楽教育における国際理解の現状
国際理解に関する教育では,ユネスコの ｢国際教
育 (htemationalEducation)｣をはじめ,いろいろな
主義 ･主張をもった理論や実践が併存している 3)0
今日では,国家集合体としての世界観ではなく相互
依存からなる世界,あるいは人類的課題-の地球規
模での取り組みの必要性に対する認識の高まりがみ
られる｡このことから,それらの現象を社会的背景
とし ｢グローバル教育｣の視点から国際理解に関す
る教育実践を検討することが必要であると考える｡
ここでグローバル教育について簡単に述べておき
たい｡グローバル教育は,1970年代にアメリカ合衆
国で提唱された教育理論である｡その理念は ｢地球
の住民としてのアイデンティティの確立｣にあり,
従来の様々な主義 ･主張が包括され,啓発しあうも
のとして統合 ･認識されている｡木村は,イギリス
のグローバル教育として構想されたワール ド･スタ
ディを取り上げ,その最もすぐれた特色が,グロー
バル性の理解と自己探求の統合を図ろうする点にあ
ると述べると共に,ワール ド･スタディはグローバ
ルという概念の中に地域 ･自己とのつながりを兄い
だそうとするものであると述べている4)｡日本にお
いてグローバル教育に関する研究が手がけられるよ
うになったのは,1980年代に入ってからである｡
そもそも音楽は民族の生きた文化の一翼を担う存
在である｡また,音楽は前述の木村の指摘にもある
｢グローバルという概念の中に地域と自己のつなが
りを兄いだすこと｣に直接的に関係する｡このこと
から,グローバル教育の実践にあたって諸民族の音
楽は重要な素材となる｡したがって教育実践では,
諸民族の音楽文化を体験し理解する学習を通して,
民族の音楽文化の存在を相互に認識すること (存在
を認め合う)が学習の目標として設定される｡その
実践の鍵を握るのは次の3点であると考えている｡
①民族音楽の中の何を教材とするか
②どのような実現目的を設定するか
③どのようにして系統的に学習を発展させるか
1.学習指導要領にみられる国際理解に関する項目
平成 14年度から施行される学習指導要領をグロ
ーバル教育の視点からみると,次のような項目が挙
げられる｡
a-1)小学校音楽科の目標
｢音楽の楽しさを感じ取って聴き,様々な音楽に
親しむようにする｡｣(第1,2学年)(第3,4学年で
は ｢美しさを感じ取って聴き,･･｣,第5,6学年で
は ｢美しさを味わって聴き,･t.｣)
arュ)小学校音楽科の内容
｢鑑賞教材は,次に示すものを取り扱う｡｣
･日常の生活に関連して,情景を思い浮かべやすい
楽曲 (第1,2学年)
･行進曲,踊りの音楽,身体反応の快さを感じ取り
やすい音楽など,いろいろな種塀の音楽 (第1,2
学年)
･劇の音楽,管弦楽の音楽,郷土の音楽,人々に長
く親しまれている音楽など,いろいろな種類の普
塞 (第3,4学年)
･歌曲,室内楽の音楽,挙や尺八を含めた我が国の
音楽,諸外国に伝わる音楽など,いろいろな種類
里畳基 (第5,6学年)
al3)小学校音楽科の内容の扱い
歌唱教材については,共通教材のほか,長い間親
しまれてきた唱歌,それぞれの地方に伝承されてい
るわらべうたや民謡など日本のうたを取り上げるよ
うにすること｡
♭1)中学校音楽科の目標
(教科の目標)
･｢表現及び鑑賞の幅広い活動を通して,音楽を愛好
する心情を育てるとともに,音楽に対する感性を
豊かにし.音楽活動の基礎的な能力を伸ばし,豊
かな情操を養う｡｣
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(各学年の目標)
･｢多様な音楽に興味･関心をもち,幅広く鑑賞する
能力を育てる｡｣(第1学年)
･｢音楽に対する総合的な理解を深め,幅広く鑑賞す
る能力を高める｡｣(第2,3学年)
♭2)中学校音楽科の内容
i表現 :｢表現教材は,次に示すものを取り扱う｡｣
我が国及び世界の古典から現代までの作品,塾土.
の民謡など我が国及び世界の民謡のうち,平易で親
しみのもてるものであること｡(第 1学年)(第2,3
学年では,-生徒の意欲を高め親しみのもてるもの
であること｡)
正鑑賞 :｢鑑賞の活動を通して,次の事項を指導す
る｡｣
･我が国の音楽及び世界の諸民族の音楽における楽
器の音色や奏法と歌唱表現の特徴から音楽の多様
性を感じ取って聴くこと｡(全学年)
･音楽をその背景となる文化 ･歴史などとかかわら
せて聴くこと｡(第 1学年)
･音楽をその背景となる文化 ･歴史や他の芸術との
かかわりなどから,総合的に理解して聴くこと｡
(第2,3学年)
｢鑑賞教材は,我が国および世界の古典から現代ま
での作品,郷土の伝統音楽及び世界の諸民族の音楽
皇盤i｡｣(全学年)
♭3) 中学校音楽科の内容の扱い
鑑賞教材のうち世界の諸民族の音楽については,
第 1学年においては主としてアジア地域の諸民族の
音楽のうちから適切なものを選んで取り上げるよう
にすること｡
このよ.うに学習指導要領では,基本的に身近な日
本の音楽から世界の音楽-と拡大するという扱いが
されている｡自文化としての日本の音楽の学習に関
しては ｢それぞれの地域に伝承されているわらべう
たや民謡など日本のうたを取り上げるようにするこ
と｣｢音楽をその背景となる文化･歴史などとかかわ
らせて聴くこと｣が示されている｡また,｢様々な音
楽に親しむ｣｢表現及び鑑賞の幅広い活動を通して,
音楽を愛好する心情を育てる｣,鑑賞する能力を育て
るために ｢多様な音楽に興味･関心をもつ｣｢音楽の
総合的な理解を深める｣,さらに ｢音楽の多様性を感
じ取って聴く｣｢背景となる文化･歴史等と関わらせ
て聴く｣等は世界の音楽-の拡大にも関連する内容
と考えられる｡
以上 学習指導要領にみられるグローバル教育に
つながる事項を取り出して記述した｡これらの文言
から,音楽科の国際理解-の貢献に対する期待がう
かがえる｡しかし,こ~こに2つの問題が存在する｡
第-に,日本の音楽から世界の音楽-と拡大してい
く学習を真の国際理解に発展させていくことが可能
であるのか,第二に,その実現にあたって,具体的
にどのような方法を取り入れていくのか,である｡
2.具体的な取り組み
ここで,教育の現場における具体的なグローバル
教育に関わる取り組みを検討したい｡
a)諸外国の音楽に楽しく触れあう実践例
ビデオを通じて外国や自国の文化にふれあう機会
をもつ中で,外国の歌を通して楽しくふれあう,曲
の雰囲気からその外国を理解する等の音楽を生かし
た取り組みを行う5)0
ち)文化の違いを認識する実践例
文化の違いを認識する手だてとして,日本の音楽
を基準にして,世界のいろいろな国の音楽の演奏に
取り組む6)0
C)自分たちの文化を豊かにする実践例
身近に暮らす外国の人々との交流活動を行う｡世
界の多様な音楽に積極的にかかわり,触れ親しむこ
とでその良さに気付き,自国の音楽にも目を向けて
自分たちの文化を豊かにしていくことを目的とする
7)l〉
これらの実践例のように,教育の現場では,歌う
あるいは演奏するといった体験による国際理解教育
の取り組みが行われている｡また,今日ではインタ
ーネットを使った音楽国際交流も積極的に行われる
ようになってきている｡いずれの活動もそれぞれの
単元あるいはテーマに対して学習者の取り組みは積
極的で,異文化に対する関心も高まっている｡しか
しその一方で,学習が個々の展開として完結する傾
向がみられ,文化としての音楽相互のつながりから
の発展という点は希薄であるように思われる｡
木村は,日本のグローバル教育について ｢グロー
バルな問題の背景を構造的に理解させると同時に,
自己の生き方の探求にもせまった優れた実践事例が
存在しているにもかかわらず.それらがなかなか広
まっていかない｣と指摘し,その原因として,①グ
ローバルな理解と自己探求との統合をはかる学習過
程の在り方が解明されていないこと,②グローバル
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教育の理念を反映させたカリキュラムおよび単元の
構成原理が解明されていないこと,を挙げているS)0
では,音楽科ではどのような取り組みが必要であ
ろうかO次に,｢はじめに｣で述べた音楽による国際
理解のための学習の段階づけを具体化し,次の学習
のパラダイムを提案したい｡
(第1段階)
郷土の音楽のような,学習者自身の生活に直接関
わりのある音楽を自文化として体験し理解する｡そ
れによって学習者が ｢自分にとっての日本音楽｣を
捉えるための基盤を養う｡
(第2段階)
第1段階の発展｡郷土の音楽との共通性を切り口
とながら日本の様々な地域の音楽を文化として体験
し理解する｡同時に比較することによって,郷土の
音楽の固有性 (他地域の音楽との違い)について理
解する｡
(第3段階)
第 1,第2段階の発展｡日本と共通性の多くみら
れる世界の諸民族の音楽を文化として体験し理解す
る｡例えば,世界各地の ｢こもりうた｣にはいくつ
かの共通性が認められる｡それを音楽文化として理
解すると共に,民族固有の音楽表現があることを認
識するための基礎を養う｡
(第4段階)
第 1,第2,第3段階の発展｡日本の音楽とは共通
性の少ない世界の諸民族の音楽について体験し文化
として理解する｡例えば ｢こもりうた｣では,様々
な民族の rわらべうた｣について,前述の共通性と
固有性を相互に関係付けながら発展的に捉える｡
このような学習パラダイムを通して,まず,学習
者自身にとって音楽が生活文化の中でもつ意味を理
解することが重要である｡その理解を基盤として,
様々な民族の音楽がもつ意味を考え,その音楽文化
の存在を認識することが,音楽科による国際理解に
向かう第一歩であると考える｡またグローバルな視
点からみれば,音楽とは,自文化の音楽,異文化で
ある音楽のいずれもが,地球という一つの文化シス
テムの中に位置づけられるのであり,それらは相互
に影響しあいながら変化していくのである｡
そこで,世界の諸民族に存在する ｢こもりうた｣
を素材として取り上げ,学習展開について具体例に
考えてみたい｡
Ⅱ.こもりうた
1.rこもりうた｣の種類
世界の ｢こもりうた｣の分類は教程ある｡歌唱目
的等によって分類すれば,｢寝させ歌｣｢遊ばせ歌｣
｢守り子歌｣の3つに分類できると右田は述べてい
る9)｡この中で ｢寝させ歌｣は,｢こもりうた｣の中
核をなすものである｡その目的はどの文化において
も共通しており,明確である｡それ故,本稿では ｢寝
させ歌｣を ｢こもりうた｣と同義に考えて考察を進
める｡
2.音楽的特徴
a)共通性
｢こもりうた｣には,こどもを寝かしつける,ある
いはあやす等の,世界のどの民族にも共通する目的
があることから,音楽表現にもいくつかの共通性が
認められる｡その一つとして,言葉のアクセントや
抑揚が音楽のリズムや旋律の基盤になっていること
が挙げられる｡そのために旋律は比較的シンプルな
形をとることが多い｡また,こどもの呼吸を感じな
がら,眠りを誘うようにゆっくりと歌われるものが
多く,比較的規則的に繰り返されるリズムや柔らか
く穏やかな声質などが民族を越えた共通性として認
められる｡
b)圃有性
音楽的な共通性がみられる一方で,民族固有の音
楽表現も多い｡それは,言語構造および文化の中で
伝統的に継承されてきた子守の方法やこども観等が
音楽表現に関係しているためと考えられる｡
まず,言語構造の面からみてみよう｡｢こもりう
た｣のリズムは,言葉の発語を基盤としている｡そ
のため,言葉の強弱 ･高低アクセントや母音と子音
の組み合せ方の違い等が ｢こもりうた｣の旋律やリ
ズムに作用し,固有の音楽表現が生じる｡
また,子守の動作と歌は不可分の関係にある｡例
えば,こどもを背負って,その背中をトントンと軽
く叩きながら寝かせるような場合,そこには動作に
伴った1拍ずつのリズムが感じられる｡一方.ゆり
かごに乗せて寝かせる場合には,ゆりかごが左右に
揺れるようなゆったりとした2拍子系のリズムが感
じられる｡このように,子守の動作の違いは音楽に
も現れている｡
そこで世界の数カ国を取り上げ,言語構造,子守
の方法について概観し,それらと ｢こもりうた｣の
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関係を考案する｡
3.音楽的特徴に関わる要因
a)言語構造
言語の発語面の特徴は,音楽のリズムや旋律形成
等の音楽表現に大きく関係する｡言語のリズム的特
徴としては,①柏,②アクセント,③母音と子音の
組み合わせ,の3点が重要である｡ここでは日本語
と他言語を比較しながら,この3点について検討す
る｡
① 拍
日本語は,発語の単位である音節がすべて同一の
長さの時間の反復とみなされることを意味する等時
的拍音形式 (等時拍)であるといわれている 10)｡促
普,擦音,長音も1音節として扱われる 11)｡この等
時柏は日本語の大きな特徴であり,｢こもりうた｣を
はじめ日本語の歌には,この等時拍が基盤にあると
考えられる｡
世界の ｢こもりうた｣では ｢ねむれ｣に相当する
歌詞が何度も繰 り返して歌われる｡そこで,いくつ
かの ｢こもりうた｣中から,それらを挙げ,言葉の
音節と柏との関係を示すO
日本語
中国語
rO rO
々,
塾萱坦 垣 bga91
モンゴル語 些 』型 遡込
イタリア語 由!塾生, 旦些 塾旦
英語 由 聖
ドイツ語 旦⊆hLaf(壁)
? ?
② アクセント
世界の言語は一般的に強弱アクセントと高低アク
セントの2種類に分けられる｡英語, ドイツ語,ス
ペイン語,ロシア語などのようなヨーロッパの言語
は強弱アクセントをもつ言語であり,日本語,中国
請,ベ トナム語,タイ語,ビルマ語などは高低アク
セントをもつ言語である12)｡
強弱アクセントをもつ言語では,アクセントのあ
る音を中心として一つの単語が形成されている｡旋
律の高低は,言葉に規制されない｡
一方,高低アクセントをもつ言語では,音の高低
と音節間の区切 りによって,音群が意味をもつ語と
して認識される｡そのため,高低アクセントは音楽
リズムよりもむしろ旋律形成と深く関係する｡
③ 母音と子音の組み合わせ
世界の言語には, i)日本語,イタリア語,ポリ
ネシア民族の言語などのように,ほとんど母音で終
わる言語,i)英語, ドイツ語,スウェーデン語な
どのように子音で終わることの多い言語,ii)中間
の言語がある｡日本語の場合,その多くが一つの子
音と一つの母音からなる｡また,hjahjuhjoのよう
に間に半母音が入ったものも少しあるが,いずれに
しても母音で終わることが日本語の大きな特色にな
っている13)0
例えば,語尾が母音で終わる言語では,その母音
をメリスマ風に引き伸ばした歌い方がされることが
ある｡その歌い方は,日本の ｢こもりうた｣にも比
較的多く認められる｡それに対して,子音で終わる
言語では,子音で歌い切る形になっている｡このよ
うに母音および子音の量やその組み合わせは,音楽
のリズムや旋律形成に作用している｡
これまで述べてきた柏,アクセント 母音と子音
の組み合わせは,｢こもりうた｣として歌われる場合,
どのようにリズムや旋律に作用しているのだろうか｡
ここで,｢こもりうた｣に歌われている ｢ねむれ｣に
相当する部分をいくつか例示する｡
譜例lrこもりうた｣兵庫 (bar1-3)
(『日本民謡大観』近畿篇p.263)
ね んね L Ii
『璽-
卓 J･L'
譜例2"Sleep,0Sleep"(bar9-14)
イギリス民謡(『世界童謡全集』第 10巻p.191)
bコ
SIep･oskep!
I I l l
(J:言葉のアクセントの位置)
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常例3"DieBl伽Ielein,sicschlafen"(bar13-16)
H.Isaak(um1490)DasgropeLiederbuchp.221
sdlL一食.SdJL一鳥 -洲
1 1 1
C-rl,rh{lrlk.lrd=-rdrI
(J:言葉のアクセントの位置)
ち)子守の方法
子守には,抱く,背負う,ゆりかごに寝かせる等
様々な方法がある｡それらは民族の育児に関わる伝
統的な習慣やこども観とも関係している｡こどもの
寝かしつけ方は,｢こもりうた｣のリズム,テンポ等
に関係している｡ここでは,こどもを背中に背負う
場合から,日本の ｢坊やは良い子だ｣(譜常例 4),
ゆりかごで寝かせる場合から,イタリアの ｢ゆりか
ご歌｣を例示する (常例5)｡
語例4｢坊やは良い子だ｣(『わらべうた』p.98)
ねんAん ころリーL I-SrJ- L
lrぅ只は ∫い上だ Ih-L JV
この曲は,陽旋 (陽音階)または陰旋 (陰音階)
で歌われ,ほとんど全国に分布する ｢こもりうた｣
である｡しかし,地域によって歌詞や旋律に違いが
みられる｡
構造をみると,全体は前半と後半の2つの部分か
らなる｡中音域で開始された旋律は第3′J､節目で頂
点を迎え,その前半部分を受けて,後半部分は低い
音域で始まり,終止に向かうという流れになってい
る｡また,単語の冒頭が拍頭とずれている箇所が,
全8小節中4箇所ある (譜例4参照)｡それは,こど
もを背負って軽く揺すったり,こどもの背中をトン
トンと軽く叩く動作と関係があると考えられる｡さ
らに,歌われる際のテンポはlこのような動作のテ
ンポに自然に従う｡
譜例5｢イタリアのゆりかご歌｣
(『世界音楽全集』第10巻p.198)
如 ,A -～,～ h -N-rK',叫･JOI;3-b■･do叫 L■仙
■■一山 血 V'L-Bi-p4,7品･tA中一LoL帥■A-Ir
6/8拍子のリズムから,ゆったりとした2拍子の
動きが感じられる｡全体は前半と後半の2つの部分
からなる｡ただし,2つの部分は同じものであり,
後半は前半をそのまま繰り返す形になっている｡音
階は7音音階で,旋律は滑らかな順次進行が主体と
なっており,ほとんど途切れがない｡また,和声進
行の面でもト Ⅴ -Ⅰが繰り返される｡このようなこ
とから,旋律とゆりかごを揺かす動きが関係すると
考えられる｡
4.日本の rこもL)うた｣の特赦
a)旋律構造
旋律の進行では技巧的な跳躍はみられない｡また,
｢こもりうた｣自体が何回も繰り返して歌われると
いう歌唱上の特徴をもつ歌であることから,曲の終
止はあまりはっきりとしたものではない｡また,コ
ーダ的なモティーフが付いていて,余韻を残すよう
な形で終わるものが多い(例6｢こもりうた｣青森)｡
譜例6｢こもりうた｣青森
(『日本民謡大観 東北篇』p.9)
Jl-atre'▲ t コ く 手T
押-- し､ jt - い -- J> ､ヽ* r gい-
(2段目の旋律がコーダ風)
b)リズム (アーティキュレー ション含む)
｢こもりうた｣のリズムは基本的に言葉を語りか
けに基づいている (譜例 7｢寝ろじゃ寝ろじゃ｣)｡
また,同じリズムモティーフが何回も繰り返される
ことも多い (譜例8｢ねんねんさいさい｣)｡中には,
産み字など音楽的な要求が高まり,民謡にみられる
ようなリズムを示す曲もあるのみられる(譜例9｢せ
んどのやんま｣)｡
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譜例7｢寝ろじゃ寝ろじゃ｣(『わらべうた』p.90)
拍 手L;* 拍 ろ tF+払 T.こJ へ b･,払 tr Jelかウ
もりこ7くわ一 也 ね ~ ち~ L;Jt- GLAJ仏 土 へ-
譜例8rねんねんさいさい｣(『同』p.92)
r alr r一･一AHL｢
せい 七一 し､ Itガ､ # d)- ユ ー
【山 手 で lで 3< - 一一 は ち で lt ギ】
k んす JIP'七一号 riせ O は一
p- Ar I- 4'｢ .- 07l--i
これ Ilr かきh-イ モ Z' ほ と'- に
〔ね 与 で 11 々 1.-- 巾.弓 で rf一 々)
L<- t'と く も ,I-よ この ttす-- Y)
お t' 号Jrん おタで 如 ん- t I).t む 'J- 1
(リズムモティーフをa,a',a"で示す)
譜例9｢せんどのやんま｣(『同』p.94)
hちL一事 仲手付一事 松宇-I1号--
吋 (n-- せんtL'巾一々んま
ドン-3ロは(ドトー bヽ~み-で-
rン-ーコ't)で
弓JL,T一手七とTrl
JLエー一拍ろね5-々 (i-)-
③ 強弱および音色,テンポ
強弱も音色も基本的に青葉の語りかける際の口調
を基盤としており,特に大きく目立つような変化は
ほとんどみられない｡またテンポは,言葉の語りか
けとの関係から,比較的ゆっくりしたテンポで歌わ
れることが多い｡歌唱このテンポは,歌う際に,ど
のように拍を感じるかということと関係すると考え
る｡
日本民謡大観に掲載されている rこもりうた｣の
拍子をみると,l/2拍子,1/4拍子,2/4拍子等
で示されている｡これは,拍をどのように取るかに
よる記譜上の違いと考えられる｡また,ほとんどの
曲にテンポが示されている｡例えば,大阪の ｢唄う
て歩きの子守唄｣は2/4拍子で ｣-126-132と
示されており,楽譜の上ではテンポの速い曲である
ように思われる｡しかし,実際にこの曲を歌って子
どもを寝かしつける際を想定すると,柏の取り方は,
記譜上の2柏を一つとして大きく取って歌われると
考えられる｡
以上,グローバル教育の視点から世界の音楽の学
習を考え,それを一つの展開として組み立てる素材
として ｢こもりうた｣を取り上げてその音楽的特徴
をみてきた｡次に,前述した自分の考えに対して ｢こ
もりうた｣をどのように適用させていくか,学習例
を考えてみたい｡
Ⅳ.教育実践にむけての展開
ここでは,冒頭で述べた学習パラダイムに ｢こも
りうた｣を適用して,具体的な学習方法を構築した
い｡目標として次の2点を設定することが可能であ
る｡
① 学習者にとっての生活文化の中での音楽のもつ
意味を考える｡
② 諸民族のもつ固有な音東文化の存在を認識する｡
次に,これらの目標に基づく学習について詳細に
述べる｡
1.①の目標を設定した場合
①の目標を設定した場合は,｢こもりうた｣の音響
的側面だけをクローズアップして捉えるのではなく,
生活文化の中での音楽のもつ意味を理解する活動を
通して,学習者が自分自身にとって音楽がどのよう
な意味をもつのかを考えることを学習の中核とする｡
また学習者は,この学習を通して,音階やリズム等
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の音楽的要素に気付いていくこともできる｡教材の
具体例として,岡山地方の ｢こもりうた｣を取り上
げる｡
語例 10｢こもりうた｣(岡山)
(『日本民謡大観 中国篇』p･289)
ね ん Fl ん ね-ん 上 (丁 う】ねたろ h 巾.ち
よ (アラ コ ーイ ヨ -イ ヨ -1 お寺て
'jくこの つらIL く せ だ1,て ねもユ中かhl･与
L/ (7 う】 ね た 事 由 fl ろ 上 -
岡山地方のこもりうたには･山田耕作による ｢中
国地方のこもりうた｣の元歌があるoしかし･この
｢こもりうた｣はそれとは全く別の歌であり,現在
では歌われることは稀であり,子どもたちが身近に
触れることはほとんどないoこの ｢こもりうた｣の
学習を通して,郷土の生活文化としての音楽を休験
し理解することが必要ではなかろうかo
この ｢こもりうた｣の音楽的特徴をみてみよう｡
音階は5音音階,陰旋 (陰音階)であるoゆったり
とした2拍子で歌われる｡記帝は1/2拍子となって
いるが,旋律は4小節で一つのまとまりが感じられ
る｡リズムは基本的に言葉を語りかける口調を踏ん
でいる｡例えば,｢ねんねん｣の ｢ねん｣は,長い音
価と短い音価の組み合わせになっているoこれは｢坊
やは良い子だ｣等の多くの ｢こもりうた｣のリズム
と同種と考えられる｡また,同じリズム形が何度も
繰り返して歌われる｡
このように,この ｢こもりうた｣には,音階やリ
ズム等の音楽的な面で日本の他の地域のこもりうた
と共通する要素が認められる｡このことから･この
曲をこの地域の子どもたちにとって日本音楽の学習
の出発点として位置づけ,教材化することも可能で
あろう｡
2.②の目標を設定した場合
②の目標を設定した場合,自文化と異なる音楽文
化を理解する前提として,異文化の存在そのものを
認識することが必要であるoまず,共通性の比較的
多い曲を取り上げ,次に共通性の少ない曲を学習す
るという2段階学習のパラダイムについては既に述
べた｡
音楽的に異なった曲を取り上げる際には,生活文
化における共通性と固有性を自文化に関係付ける必
要がある｡第 1段階では･当該の音楽の背景にある
生活と自文化の共通性および固有性を関係づけるこ
とである｡第2段階は,当該の曲の音階･リズム,
旋律構成,拍子等の音楽的要素を観点として,共通
性や固有性を関係付けることであるoこの観点から,
日本の ｢こもりうた｣と共通性の多くみられる具体
例として,モンゴ′レの ｢こもりうた｣(常例11),共
通性の少ない例として,スペインの ｢こもりうた｣
(常例12)を挙げる｡
譜例11"Buuvei"モンゴル
("FolkSongsofAsiaandthePaci丘Cガp･58)
Jq一也一帖.JlL一･.■ EIL-U｡-
ee-一〇Eh-YESteh ･vt;
6/8拍子である｡しかし,歌われる拍子は西洋風
の6/8拍子ではない｡言葉のまとまりが等拍の3+
3の6音節から成り立っており,それがリズムのパ
ターンを形作っている｡そのため記譜上6拍ずつ小
節線で区切られていると考えられるoまた,等拍性
では日本と共通している｡しかし,2軌 4軌 8柏
でまとまりを作っていく日本の ｢こもりうた｣と比
較すると,この曲では3軌 6軌 12拍･･でまとま
りを作っている点で相違がある｡
音階は5音音階で,終止音は階名の｢レ｣にあたる0
日本の ｢こもりうた｣も rレ｣で終わるものが多
い｡また,同じリズムモティーフが何度も繰り返し
て歌われる｡以上のように了 B`uuvei"と日本の ｢こ
もりうた｣には,いくつかの共通性が認めらる｡
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譜例12"Nina,Nana"スペイン
("ForkSongsoF比eWorld'p.161)
AhhA-r11-tAIhd. rli- t4.
こ と竺 -e!-t Jev4-ど - PJit-
bid(A-bLlOAIA - 1LJA･ y Jd■ヽ′ ■ヽ′ヽ.■′
七pL-JbsTrTbe- leY-ヽJL 一ゝ亡ヽノ -
7音音階からなり,アラビアの影響の感じられる
メリスマ 14)がみられる｡また,3/4拍子で記譜さ
れている歌であること等,日本の ｢こもりうた｣と
の共通性が少ない｡また,スペイン語は強弱アクセ
ントをもつ言語であり,日本語とは言葉のリズム感
も大いに異なる｡
国際理解とは,地球を一つのシステムとして捉え,
｢グローバル｣という概念を中核としながら,その
中で自文化をはじめ様々な文化を相対的に位置づけ,
相互理解をすることである｡音楽は,世界のどの時
代の,どの民族においても生活文化とつながりをも
つものである｡したがって,民族の音楽を理解する
ことは,まさに民族の文化の総合的な理解につなが
ると考える｡その意味で,音楽科は国際理解という
今日的な課題に応えうるものであるといえよう｡
V.今後の展望
本研究では ｢こもりうた｣を足がかりとして,坐
活の中の音楽の理解から,国際理解教育に発展させ
る道筋の可能性を示した｡そこでは,共通性,固有
性を手がかりとして音楽の背景にあるものを学習し,
そこから音楽的なものにかえってく声というスパイ
ラルな学習が可能である｡
さらに,今回取り上げた ｢こもりうた｣以外の生
活の中の様々な音楽に,その実現の可能性があると
考えられる｡今後の課題は,それらも含めて民族音
楽の教材化と学習方法を開拓することである｡
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Abstract:Thepurposeofthisstudyistoexaminehowschoolmusiccancontributetotheissueofinternational
understandings,whichis,asithasbeenwidelyrecognized,oneofthemostcrucialtopicsinschooleducation.
Inthediscussionhere,thefocusfalsupontheslgnificanceofstudents'comprehensionoftheso-caledworld
musics,consideringrecentstudiesofglobaleducation.Atentionispaidespecialyupontheimportanceof
obtainlngglobalunderstandingormusicwithinaglobalcontext,sotIlatschoolchildrenmightconceivethe
depthofleamlngmusicintheirdailylives.
Firstly,Wehavegeneralyilustratedintemationalunderstandingsinthefieldofschoolmusicteachinglnthe
atempttopointoutseveralproblemswhich,webelieve,shouldbereconsideredtoimprovethepresent
situationsofschoolmusicpractices.Secondly,wehaveconsidered,throughacase-study,someexamplesof
lulabiesinordertoemphasizethesignificanceofmusicstudiesforglobaleducation.Fortheconsiderationthe
analysesaremadetodiscussthematerofdifferenceinthepointofmusicelementstocomprehendseveral
diferentculturalbackgroundsasforthegenreofalulaby,intending,atthesametime,toshowaclear
relationshipbetweenmlユSic,words,and,sleeplng-Styles,etc‥Inconclusion,itissuggestedweshouldintroduce
a newideaofa'two-stepleamlng',thatis,tostimulatechildrentounderstandmusicofmother-cultureatthe
firststep,andthen,asthesecondstep,toleadthemintothefurtherdevelopmentoftheirunderstanding,
comprehensions,appreciationsofmusicthroughmusicexperiences.
KeyWords:InternationalUnderstanding,GlobalEducation,SchoolMusicEducation,Lulaby,WorldMusics
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